
 

 

 

 

 

 

【分野名：医学系】                                   

大   学   名  慶應義塾大学 

拠点のプログラム名称  低侵襲・新治療開発による個別化癌医療確立 

中核となる専攻等名            医学研究科外科系専攻 

拠 点 リーダー氏名  北島 政樹 

《拠点形成の概要》 

 本拠点では、慶應義塾大学の実績と豊富な臨床例を活かして、次世代癌治療体系(個

別化・低侵襲・新治療)の確立のために、３領域（1.個別化・低侵襲医療を可能にする

診断法開発、2.低侵襲治療法開発、3.新治療法開発）において、近い将来、医療として

成立しえる癌の診断・治療のtranslational study を行う。慶應義塾大学総合医科学研

究センターを中心とした研究教育体制の構築を行うが、理工学研究科を含む学内基礎・

臨床教室が連携するだけでなく、連携大学院や産学共同戦略研究を行うリサーチパーク

を介した学外機関との連携も図る。また、基礎と臨床が一体となった腫瘍医学教育シス

テムを構築し、海外研究者と交流機会を増やすことにより国際性豊かな腫瘍専門医・研

究者の養成を目指す。最終的に、大学院の教育研究に直結した基礎研究の成果を短期間

に医療として実用化できる世界有数の最先端癌医療開発拠点の形成を目指す。 

個別化癌医療確立（低侵襲・新治療法） 

慶應義塾大学病院 

 
   

 

 
 
 
国立がん 
センター 
東京大学 
医科学研究所 
 など 

理工学研究科 
診断 

低侵襲治療 新治療
（河上，村井、木崎
 河瀬、上田） 

（坂元、野澤、久保田
 谷川原、栗林、藤井）

（北島、森川、中澤
 石井、荒井、北川
 四津） 

海外癌研究機関

医学研究科 

（北島、相磯） 

連携大学院 

信濃町キャンパス
リサーチパーク

知的資産 
センター 

Cleveland Clinic
Mt Sinai Medical Center  

Cornell 大学(USA) 
St Mary's Hospital (UK)  

Munich 工科大学 (Germany)
Strasbourg 大学 (France) 

など 

腫瘍専門医師・研究者の育成



 

 

 
 


